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謹賀新年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
、
豚
熱(

Ｃ
Ｓ
Ｆ)

の
発
生
な
ど
、
危
機

対
応
に
多
く
の
時
間
と
資
源
を
費
や
し
た
一
年
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

秋
口
か
ら
新
た
な
感
染
の
波
が
全
国
を
襲
い
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
自
然
災
害
を
含
め
、
気
候
変
動
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
管
理
事
案
が
常
態
化
す
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
に
し
っ
か
り
対
応
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
備
え
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
世
界
の
様
相
を
一
変
さ
せ
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
厳
し
い
戦
い
が
続
き
ま
す
。
こ
の
状
況
下
に
お
け
る
知
事

の
最
大
の
使
命
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
と
命
を
守
る
こ
と
で
す
。
ま
た
同
時
に
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
も
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む

の
は
当
然
で
す
が
、
地
域
の
経
済
活
動
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
感
染
防
止
の
対
策

と
経
済
活
動
の
両
立
は
難
し
い
か
じ
取
り
で
す
が
、
群
馬
県
と
県
民
を
守
り
抜
く
た
め
に
、

何
と
し
て
も
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
力
を
合
わ
せ
て
、
オ
ー
ル
群
馬
で
今
回
の
未
曽
有
の
危
機
を
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
１２
月
、
２０
年
後
の
本
県
が
目
指
す
姿
を
描
く
新
・
群
馬
県
総
合
計
画
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
れ
を
県
政
の
羅
針
盤
と
し
て
「
年
齢
や
性
別
、
国
籍
、
障

害
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
県
民
が
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
思

い
描
く
人
生
を
生
き
、幸
福
を
実
感
で
き
る
自
立
分
散
型
の
社
会
」
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
分
野
に
お
い
て
は
、
新
た
な
群
馬
県
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
大
胆
な
構
造
改
革
に
よ
り
、
コ
ス
ト
の
縮
減
と
収
益
性
の
向
上
を
図
り
、
自

立
し
た
林
業
・
木
材
産
業
の
確
立
と
県
産
材
に
よ
る
自
立
分
散
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
方

向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
た
、
２
０
５
０
年

に
向
け
た
「
ぐ
ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
」
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
県
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

令
和
3
年
１
月
１
日

令
和
3
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
「
グ
ラ
フ
み
ど
り
の
群
馬
」
を
ご
愛
読
下
さ
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
い
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
の
要

請
や
飲
食
店
な
ど
へ
の
休
業
要
請
な
ど
に
よ
り
、
社
会
経
済
活
動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
ま
し

た
。
今
も
な
お
、
感
染
は
拡
大
し
て
お
り
、
密
集
、
密
閉
、
密
接
の
3
密
を
避
け
、
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
消
毒
の
励
行
な
ど
新
し
い
生
活
様
式
の
徹
底
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
状
況
下
、
医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
関
係
者
や
介
護
従
事
者
な
ど
の

皆
様
に
は
献
身
的
に
コ
ロ
ナ
対
策
に
ご
協
力
頂
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
数
年
は
コ
ロ
ナ
と
共
に
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
の
開
発
、
集
団
免
疫
の
獲
得
な
ど
に
よ
り
、
感
染
症
は

必
ず
克
服
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
１１
月
、
私
は
「
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
促
進
地
方
議
員
連
盟
全
国
連

絡
会
議
」
の
役
員
と
し
て
、
関
係
国
会
議
員
や
農
林
水
産
大
臣
、
林
野
庁
長
官
に
対
し
、「
林

野
関
係
予
算
に
関
す
る
要
請
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
国
土
強
靭
化
3
か
年
緊
急
対
策
が
今

年
度
で
終
わ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
整
備
や
治
山
対
策
の
推
進
の
た
め
、
来
年
度
以
降
も
新
た

な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
、
国
に
お
い
て
は
こ
の
要
望
に
沿
っ
た
方
向
で
進
め
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
木
材
需
要
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。
本
県
に
お
い
て
も
、
県
民

共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林
を
適
切
に
整
備
・
保
全
し
、
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
る
県
産

木
材
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、「
林
業
県
ぐ
ん
ま
」
の
実
現
を
加
速
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
本
県
は
関
東
一
の
森
林
面
積
が
あ
り
ま
す
が
、
素
材
生
産
量
で
は
栃
木
、
茨
城

に
次
い
で
3
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
が
目
指
し
て
い
る「
関
東
一
の
森
林
県
」か
ら「
関

東
一
の
林
業
県
」
に
飛
躍
す
る
た
め
、
林
業
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
令
和
3
年
度
か
ら
１０
年
間
に
わ
た
る
新
た
な
県
森
林
・
林
業
基
本
計
画

を
策
定
中
で
す
。
I
C
T
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業
は
じ
め
林
業
の
成
長
産
業
化
の
た
め

の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
共
に
、
防
災
減
災
対
策
の
観
点
か
ら
山
地
災
害
を
防
止
す

る
た
め
の
造
林
や
治
山
林
道
事
業
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
1
月
１8
日
に
は
、
群
馬
林
政
推
進
協
議
会
と
し
て
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推

進
、
木
材
需
要
の
拡
大
と
木
材
流
通
・
加
工
の
基
盤
強
化
、
山
地
災
害
対
策
の
強
化
な
ど
「
令

和
3
年
度
県
林
業
政
策
に
関
す
る
陳
情
・
請
願
」
を
、
山
本
知
事
は
じ
め
県
当
局
、
県
議
会

並
び
に
自
民
党
県
連
に
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
の
た
め
関

係
予
算
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

群
馬
県
造
林
協
会

会
長
　
岩
井 

　
均

群
馬
県
知
事

山
本 

一
太

前橋市上大島町96番地（〒379-2153）
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2021 年  賀　正

神流川森林組合「Geo Chatを活用した労働災害被害者の救出訓練」神流川森林組合「Geo Chatを活用した労働災害被害者の救出訓練」

高 嶋 伸 二

星 野 　 寛

三 原 豊 章

0279-75-3026

中 山 範 雄

井 田 由 夫

成 田 邦 夫 高崎市双葉町14-2

北群馬郡榛東村新井2935

吾妻郡中之条町大字中之条町1836(吾妻森林組合内)

370-3503 027-386-5901

027-223-1111

027-326-1955

星 野 本 三

平 方 　 宏

一 場 章 良

熊 川 　 栄

星 名 建 市

八木原 勇 治

狩 野 浩 志

小　渕　優　子

髙 橋 範 行

霜 田 和 志

平　田　公　平

八木原　勇　治

小森谷　孝　志

須 永 宜 夫

企画部地域政策課

地域と共に生きる病院
訪問看護・介護　併設、在宅支援

北関東神経疾患センター 23 9261

群馬県認知症疾患医療センター 20 1103

サービス付き
　高齢者向け住宅フォレスト 25 8885
託児所 みどりの国併設 22 3500

代表理事組合長　小 金 澤  秀 喜
他　　　　役 職 員 一 同

甘楽郡南牧村大字小沢1304
　（0274）87－2102㈹  ℻87-3660
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ウッドスタート宣言調印式
　令和２年12月16日、群馬県と認定NPO法人芸術と遊び創造協会（東京お
もちゃ美術館）による、ウッドスタート宣言調印式が執り行われました。今回
の調印は都道府県としては全国３番目の調印で、東日本では初めてとなります。
　調印に先立ち挨拶に立った群馬県知事山本一太氏は、「今回の調印を契機に、
子供たちの木育の推進と林業の活性化につなげるとともに、群馬県として宣言
を行うことにより各市町村へも浸透を図っていきたい」と述べました。
　同日には、東京おもちゃ美
術館館長多田千尋氏による記
念講演「赤ちゃんから始める
木のある暮らし～ウッドス
タートで地域を変える～」が
行われました。（新型コロナ
ウイルス感染拡大を受け無観
客にて実施、「tsulunos」に
て配信）。

令和２年12月16日
群馬県庁

森森でであそぼう森あそぼう森でで学ぼう教室学ぼう教室親
子

「ハンモックを作ろう！」
令和２年９月６日

　群馬県では、森とふれあいながら、森の素晴らしさを学んでもらうこと
を目的に、群馬県憩の森森林学習センターを会場に、「親子森であそぼう森
で学ぼう教室」を開催しています。令和２年度はネイチャーゲームや自然観
察、体験活動など全８回の教室が予定されましたが、新型コロナウイルス感
染拡大防止として春から夏かけて予定されていた教室は中止となりました。
　９月より再開された教室では、ハンモック作りやバウムクーヘン作り、
クリスマスリース作りが実施され、参加者の笑顔が溢れていました。
　ハンモック作りでは、落合哲郎氏を講師に迎え、樹木とシーツを固定す
るために必要となるロープワークの講習が行われ、本結びやエイトノット
などの結び方を学びました。雨天の中でしたが、参加者の願いが通じたの
か雨も一時降りやみ、ハンモックに揺られながら森林浴を楽しみました。
　またバウムクーヘン作りでは、焼き重ねて大きくしていく工程と木の
年輪の出来る仕組みを紐づけながら学習。活動の中では年輪に関するク
イズや丸太切り体験、年輪の観察などが行われ、楽しみながら木の成長
に関する知識を深め、また「木を植えて、育てて、使い、そしてまた植
える」循環資源として木材の重要性を学びました。
　クリスマスを控えた11月29日にはクリスマスリース作りが行われ
ました。自然観察を行いながら集めたマツボックリや木の実などの自然
の素材や、持参したオーナメントなどを飾りつけ、オリジナルリース作
りを楽しんでました。

「バウムクーヘンを作ろう！」
令和２年10月17日・18日

「クリスマスリースを作ろう！」
令和２年11月29日

前原 良男
代表取締役　清水　武義

高崎市上小塙町577-4

E-mail  info@yamamizuhome.com　http://www.yamamizuhome.com

技術と信頼の総合建設業

☎（027）343-0896㈹ （027）343-5164FAX

株式
会社清　水
ヤマミズホーム

ISO 9001 認証取得
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　県内各地から生産される優良材を展示することで、需要動向に応じた
良質素材の生産の奨励及び素材生産技術の向上を図り、群馬県の林業の
発展に寄与することを目的に、群馬県では群馬県優良素材展示会を開催
しています。
　第51回目を迎えた同展示会にはスギやヒノキなど23点が出品され
ました。造材技術や商品価値などの審査項目で採点が行われ、13点に
最優秀賞をはじめとする各賞が贈られました。

第51回群馬県優良素材展示会表彰式
令和２年12月２日　群馬県森林組合連合会

最優秀賞（林野庁長官賞、群馬県知事賞）
赤城南麓森林組合（樹種：スギ）

第51回群馬県優良素材展示会入賞者（敬称略）
最優秀賞（林野庁長官賞、群馬県知事賞）
　赤城南麓森林組合　（スギ）
最優秀賞（群馬県知事賞）
　尾　池　　　勲　（スギ）
優秀賞（関東森林管理局長賞）
　下仁田町森林組合　（スギ）
　佳純林業株式会社　（スギ）
優良賞（群馬県森林組合連合会長賞）
　利根沼田森林組合　（カラマツ）
　桐生広域森林組合　（ヒノキ）
　平　形　寿　孝　（ヒノキ）
技能賞（群馬県木材組合連合会長賞）
　田　村　多五郎　（スギ）
　有限会社塩浦木材　（ヒノキ）
　片品村森林組合　（スギ）
努力賞（群馬県林業改良普及協会長賞）
　南牧村森林組合　（スギ）
　鏑川東部森林組合　（スギ）
　烏川流域森林組合　（スギ）

令和２年10月19日
群馬県庁群馬県建設工事表彰式

　令和２年10月19日、群馬県庁において、令和２年度群馬県建設
工事表彰式（環境森林部長表彰）が行われました。この表彰式は、
環境森林部が発注し、令和元年度に完成した森林土木等工事のうち、
適正な工程管理及び優れた施工技術によって、出来形及び品質が特
に優れ、他の模範となる施工者及び主任技術者を表彰しています。
　今回の表彰式では、７社とその技術者７名が表彰されました。

 群馬県建設工事表彰（環境森林部長表彰）
会社表彰／優良技術者表彰（敬称略）
株式会社木暮組　　　　/主任技術者　永　田　　　勝
樋口建設株式会社　　　/主任技術者　樋　口　富　雄
株式会社研屋　　　　　/主任技術者　真　下　　　了
峰岸土木株式会社　　　/主任技術者　上　原　政　次
上毛緑産工業株式会社　/主任技術者　綿　貫　志　信
池原工業株式会社　　　/主任技術者　市　川　浩　司
株式会社山藤組　　　　/主任技術者　井　出　雅　人

関東一の林業県を目指して！
　　　　渋川県産材センターから林業再生!!

代表理事会長　八木原 勇治

本所  前橋市上大島町182-20 ☎(027)261-0615㈹ 
渋川県産材センター    
渋川市白井乙佐又1236-4 ☎(0279)22-5000㈹ 

群馬県森林組合連合会



－5－

　 　

フォレストリー
スクール

小・中学生のための小・中学生のための 　環境への関心が高まるなか、「各教科」「総合的な学習」等の時間を利用して、「自然・　環境への関心が高まるなか、「各教科」「総合的な学習」等の時間を利用して、「自然・
環境」をテーマにした学習を行う学校が増えています。それを受けて群馬県では、学環境」をテーマにした学習を行う学校が増えています。それを受けて群馬県では、学
習支援活動として「小・中学生のためのフォレストリースクール」事業を実施しています。習支援活動として「小・中学生のためのフォレストリースクール」事業を実施しています。
事業では、緑のインタープリター等が講師を務め、学校周辺の樹木や森林、河川等を事業では、緑のインタープリター等が講師を務め、学校周辺の樹木や森林、河川等を
フィールドに、自然・環境学習や、森林の持つ多様性に気付く活動など、各学校のニーフィールドに、自然・環境学習や、森林の持つ多様性に気付く活動など、各学校のニー
ズに応じて学習内容をコーディネートしています。ズに応じて学習内容をコーディネートしています。

高崎
市立下室田小学校
令和２年９月29日　滑川

　令和２年９月29日、下室田小学校２年生による
フォレストリースクールが開催されました。
　当日は、学校近くを流れる滑川をフィールドに、
水生生物の採集と観察を実施。児童は石の下や草の
陰などを網で丁寧に探し、集めた水生生物の名前や
特徴などについて講師より説明を受けるとともに、
自然に親しみ、また水を育む森林について知識を深
めました。

　令和２年10月５日、木崎
小学校飼育園芸委員会活動と
してフォレストリースクール
が行われ、校内の樹木観察を
中心とした活動が行われまし
た。校歌にも登場する樹齢
400年のイチョウの木をはじ
め、離れていても香りで存在
を知ることの出来るキンモク
セイなど、季節によって変わ
る木々の姿を楽しみながら知
識を深め、自然を身近に感じ
ていました。

　令和２年10月２日、上陽小学校の園芸委員活動として、フォレストリー
スクールが実施されました。活動では校内にあるカエデ科を中心とした
樹木観察が行われ、木の名称や特徴などについて説明が行われました。
普段から親しんでいる樹木にたくさんの不思議や知らなかったことが詰
まっており、目を輝かせて講師の話に聞き入っていました。

太田
市立木崎小学校
令和２年10月５日　校庭

玉村
町立上陽小学校
令和２年10月２日　校庭
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群馬県緑化推進委員会
「緑の募金活動　感謝状贈呈」

各種表彰伝達式各種表彰伝達式

全国植樹祭

群馬県植樹祭

群馬県きのこ料理コンクール

　新型コロナウイルス感染拡大防止として事業の開催が中止されてい
ます。それを受け、事業内で予定されていた表彰の伝達が行われまし
た。

緑化功労者
国土緑化推進機構理事長賞（感謝状）

緑化功労者

緑化運動標語採用 緑化運動ポスター原画

国土緑化運動・育樹運動ポスター
原画コンクール　
入選（国土緑化推進機構理事長賞）

　第21回群馬県きのこ料理コンクールが開催され、県内より584点の
作品の応募が寄せられました。１次審査を通過した10作品のなかから
蓼沼柚里さんの作品が最優秀賞（群馬県知事賞）に選ばれました。蓼沼
さんは３月に開催予定の全国大会に群馬県代表として参加します。

烏川流域森林組合
長壁 泰夫 さん

受賞団体（敬称略）
・高砂熱学工業株式会社
・ダイドードリンコ株式会社
　首都圏第二営業部
・株式会社エコ計画
・群馬県ゴルフ場支配人会

最優秀賞（群馬県知事賞）
蓼沼 柚里 さん

「椎茸まるごと和風だしあんかけ焼売」

森谷 銀一郎 さん

敷島駅前花壇花と緑のボランティア
(渋川市)

三関　輝 さん

「育てよう！
　ゆたかな自然は この木から」

花緑ふやし隊
(館林市)

岡部　成葉 さん

　令和２年６月に開催された公益社団法人群馬県緑化推進委員会
の総会において、緑の募金活動への功績に対し４者へ感謝状が贈
られました。

烏川流域森林組合
間 伐 を し よ う ！ ！

代表理事組合長　　市 川  平 治
　　　　　　　他　役 職 員 一 同
高 崎 市 倉 渕 町 三 ノ 倉 3 0 3

☎（027）378-2030　FAX378-2305

紀 昭
26
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県民・企業・団体県民・企業・団体によるによる
緑化推進・森林整備活動緑化推進・森林整備活動

　「緑の募金」や「森林整備活動」など、県民・企業・団体による緑化推進・環境保全活動が行われています。
　緑の募金では、街頭募金のほか企業募金、店頭募金、特定商品の販売数による募金など、様々な形で国民と森
林の橋渡しをする活動が行われています。
　また、森林整備活動では、森林整備協定を結んだ企業や団体、県民参加によるボランティア活動が県内各地で
展開され、年々、緑の輪が広がりを見せています。

群馬県森林土木建設協会
「森林整備ボランティア活動」

群馬県森林土木建設協会では、群馬県が推進する「企業参加の森林づ
くり」事業に賛同し、県内８カ所で協定を結び、森林整備ボランティア
活動を展開しています。
活動では、下刈りや除間伐を中心とした森林整備が行われたほか、登
山道や道路沿いの景観整備など、協定地の特性に合わせた整備活動も行
われていました。

 富岡地区 富岡地区  桐生地区（みどり市） 桐生地区（みどり市）

 桐生地区（桐生市） 桐生地区（桐生市）

渋川・前橋地区、法面協会渋川・前橋地区、法面協会

吉岡町での森林整備活動(渋川・前橋、法面)吉岡町での森林整備活動(渋川・前橋、法面)

高崎市高崎市 富岡市での活動富岡市での活動 高山村での活動(吾妻地区)高山村での活動(吾妻地区)

高崎・安中地区高崎・安中地区

吾妻地区吾妻地区

森林土木事業を通して、山村振興と山地災害防止に貢献

群馬県森林土木建設協会
会長 山藤　浩一

〒371－0854　群馬県前橋市大渡町1－10－7（群馬県公社総合ビル6階）
E-mail：gun-sidokeki@tiara.ocn.ne.jp☎（027）280－6256 FAX（027）255－6265
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県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

生活協同組合コープぐんま
「森林づくり活動」

利根沼田自然を愛する会
「ブナ林再生のためのブナ幼木移植作業」

生活協同組合コープぐんま（以下コープぐんま）では、平成30年３月に
沼田市と森林整備協定を結び、毎年春と秋の年２回、協定地の沼田市市民の
森において森林づくり活動を行っています。
令和２年10月３日に開催された活動では、コープぐんま組合員をはじめ
約50名が参加し、植樹地の下刈り作業や、間伐作業が行われました。
利根沼田森林組合のサポートを受けながら、子供たちも鎌や手鋸を持って活
動に取り組むとともに、森林の働きや林業についての知識を深めていました。
作業終了後には、緑のインタープリターによる自然観察会が行われました。
葉っぱを使ったジャンケンなどのネイチャーゲームを交えながら、自然にふ
れあい自然の中で活動する楽しさを感じていました。

令和２年６月21日、玉原高原において、利根沼田自然を愛する会によるブナ幼木の植樹
作業が行われました。例年、一般参加者にも呼びかけ行われている活動ですが、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止として今回は会員を中心として実施されました。
当日は約30名が参加し、約80本の幼木を移植。ブナ林再生の願いを込めて、１本１本丁
寧に植えられていました。

令和２年10月３日　沼田市市民の森

令和２年６月21日　玉原高原

下刈り作業下刈り作業 自然観察会自然観察会

間伐作業体験間伐作業体験

問い合わせ先
　沼田市観光協会　TEL：0278-25-8555
https://www.numata-kankou.jp/index.html

【沼田の冬は魅力がいっぱい】

沼田の冬はパウダースノーが自慢のたんばらスキーパーク
でゲレンデデビュー、いちご狩りを楽しみ、老神温泉で疲
れた身体を癒やしましょう。

〒378-0126 沼田市白沢町上古語父233番地の１

合法木材供給認定事業所 群馬県木連第19-22号
木材･建材･住器･住宅環境資材等の販売

TEL.0278-20-9125　FAX.0278-20-9126
E-mail:woodtech@po.kannet.ne.jp
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県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

株式
会社エコ計画

「尾瀬保護財団へ寄付金寄贈」
群馬県ゴルフ場支配人会
一般財団
法　人 群馬県森林・緑整備基金

「緑の募金寄贈」

令和２年10月８日、群馬日産自動車より尾瀬保護財団へと寄付金の
寄贈が行われ、天野慎太郎氏（同社代表取締役社長）より岩瀬春男氏（同
財団常務理事・県環境森林部長）へと300,000円が手渡されました。
この寄贈は、鳩待峠及び大清水の各入山口に掲出している「尾瀬ゴミ持
ち帰り運動」横断幕への広告型寄付によるもので、同社による支援は平
成26年から行われ３期総額で900,000円となりました。
また同社では、大清水・一ノ瀬間での低公害車の営業運行開始に先立っ
て群馬県等が実施し
た「尾瀬らしい自動
車利用社会実験」に
参加し、大清水入山
口利用促進を図るな
ど尾瀬の自然を守り、
多くの方に自然にふ
れてもらう活動にも
取り組んでいます。

エコ計画では、「循環型社会の実現と地域社会への貢献」をスローガ
ンに掲げ、環境・食・貢献をテーマに事業を展開しています。その活動
の一環で、平成28年度より尾瀬の自然を守る活動として、尾瀬保護財
団への寄付金の寄贈を行っています。
令和２年11月25日には、５回目と
なる寄贈が行われ、井上綱隆氏（同社
代表取締役社長）より岩瀬春男氏（同
財団常務理事・県環境森林部長）へと
1,000,000円が手渡されました。

群馬県ゴルフ場支配人会（会長　國武正史氏）と群馬県森林・緑整備
基金（理事長　井田由夫氏）では、森林整備の重要性に対する理解を
深め、また森林整備に寄与する団体に参加費の一部を寄付することを
目的に、群馬県森林・緑整備推進チャリティコンペを開催しています。
本年度は新型コロナウイルス感染拡大防止対策を取りながら実施され、
100,000円の寄付金が寄せられました。
同寄付金が、緑の募金へと寄贈されることを受け、令和２年10月19
日、同寄贈式が行われ、國武氏より群馬県緑化推進委員会理事長の八木
原勇治氏へと手渡されました。
同活動は８回目を迎え、今回で総額800,000円となりました。

令和２年11月25日　群馬県庁
令和２年10月19日　群馬県庁

群馬日産自動車株式
会社「尾瀬保護財団へ寄付金寄贈」

令和２年10月８日　群馬県庁
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県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

読売リサイクルネットワーク
「読売の森整備事業」

読売新聞東京本社と販売会及び古紙リサイクル会で構成される読売リサイクル
ネットワークでは、東日本各地で森林整備活動を展開しており、群馬県において
も令和元年９月に藤岡市の県立桜山公園で森づくり活動の調印を結び、地元小学
生なども含め約150名が参加しフユザクラ100本とドウダンツツジ400本を植
樹しました。
令和２年10月28日には、第２回目となる植樹活動が行われ、県内販売店で組
織する読売会を中心に約20名が参加し、フユザクラ100本が植えられました。
開会式で挨拶に立った、一般社団法人群馬西部読売会会長前田賢一氏、読売リ
サイクルネットワーク議長井上雄貴氏は主催者挨拶で、群馬県を代表する景観を
守り、地域の皆様と協働した森づくりに取り組んでいきたいと述べました。
読売リサイクルネットワークでは、来年度にもさらに100本のフユザクラの植
樹を行い、その後７年間にわたり保育・育樹活動を行っていくこととしています。

令和２年11月28日、群馬県緑化推進委員会による緑の募金及び苗木
配布会が、スマーク伊勢崎を会場に行われました。
当日は、ゴールドクレストとシクラメンの２種・240本の花木が用
意され緑の募金協力者にプレゼント。同委員会理事長八木原勇治氏は緑
の募金へのお礼の言葉と共に「緑化推進にご協力お願いします」と呼び
かけました。
また、スマーク伊勢崎店内には、緑の少年団の活動紹介パネルなども
展示され、県内での緑化推進活動の一端が周知されました。

令和２年10月28日　県立桜山公園

令和２年11月28日　スマーク伊勢崎

公益社団
法　人 群馬県緑化推進委員会

「緑の募金活動　苗木配布会」

緑の募金活動緑の募金活動

緑の少年団活動をはじめ緑化活動パネル展示緑の少年団活動をはじめ緑化活動パネル展示

苗木配布苗木配布

鬼石病院
内科・外科・整形外科・眼科・リハビリ科
医療・介護・福祉の連携 地域包括医療を推進する

藤岡市国民健康保険

訪問看護ステーション鬼石・介護老人保健施設鬼石
藤岡市鬼石139-1

☎（0274）52-3121㈹ 1

村上　利朗



－11－

　 　

令和2年9月27日、みどり市東町地内山林において、「みどり市林業
体験イベント」が開催されました。この事業は、森林環境教育を目的に
開催され、みどり市と黒川森林文化研究会との共同で行われています。
体験イベントでは、森と川の関係を学ぶ渓流に棲む生物の学習や、
伐倒や高性能林業機械のデモンストレーション、皮剥きなどの作業
体験が行われ林業の仕事の一端を体験しました。
また後半には、伐採後の再造林の大切さを学ぶことを目的に植樹
体験が行われ、斜面での作業に苦戦しながらも、大きく育つように
願いを込めながら丁寧に植えていました。
体験イベントの最後には、まな板づくりの木工体験も行われ、森
林や環境、林業についての理解を深め、また「育てて、使って、ま
た植える」循環型資源としての木材の重要性を体験を通して学んで
いました。

みどり市「みどり市林業体験イベント」
令和２年９月27日　みどり市東町地内山林

ぐんまぐんま

イベントイベント
山 とと 森林

もり
　ぐんま山と森

も

林
り

推進協議会では、山や森に親しみ、学び、
その恵みに感謝し、これを守る取り組みとして、県内で森
林や自然に関わる団体を中心に協賛イベントを募り、広く
県民に発信し自然にふれあう機会を提供しています。
　本年度も110を超える協賛イベントが予定されました。
新型コロナウイルス感染拡大防止対策として残念ながら中
止となったイベントが多くなりましたが、感染拡大状況と
照らし、また感染対策を取りながら、山や森林を身近に感
じることの出来る県民参加型のイベントが県内各地で開催
されました。

植樹体験植樹体験

まな板作成体験まな板作成体験剥皮体験剥皮体験

わたらせ森林組合
ラミナ製材 チップ・オガ・ペレット製造販売・円柱加工・防腐など

代表理事組合長　木村光一　他　役職員一同
事　　　務　　　所 みどり市東町花輪237 Tel：0277-97-2126
  FAX：0277-97-2127

地域材加工センター　　みどり市東町荻原19-1
小径木加工センター　　みどり市東町荻原29-1

本　　　社　群馬県桐生市相生町３丁目547-1
　　　　　　TEL 0277-55-6077
足利営業所　栃 木 県 足 利 市 借 宿 町 4 8 3 - 1
　　　　　　TEL 0284-64-9237

次世代の未来のために. . .
　　今 私たちがするべき事を堅実に

両毛資源開発株式
会社

両毛資源開発
詳しくは、ホームページをご覧ください
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日本森林林業振興会前橋支部では、森林の機能
や仕組み等の理解を深める森林環境教育の一環と
して、自然観察会や体験型事業などを実施してい
ます。令和２年10月３日には、日光白根山にお
いて観察会が開催されました。
ロープウェイで山頂駅に到着後、津久井邦雄氏
の講師のもと、シラビソをはじめ樹木などの観察
を行い、秋の訪れを感じながら約３時間の森林散
策を楽しみました。

群馬県森林・緑整備基金では、群馬県より管理を受託する県立森林公園「さ
くらの里」において、広く県民に自然にふれあい自然に親しむ機会とするため
に自然観察会などのイベントを開催しています。
令和２年８月30日には、桜を染料とした草木染教室が開催されました。当
日は、草木屋代表の山崎樹彦氏の講師のもと、桜の小枝から抽出した染料を使
いストールの染色に挑戦。場所によって浸す回数を調整することによって綺麗
なグラデーションを付けるなど、参加者は出来上がりを想像しながら工夫を凝
らした作品づくりを楽しみました。また赤茶色の染料からは想像も出来ない鮮
やかな桜色に染まる様子に驚きと喜びの表情を浮かべていました。

一般財団
法　  人日本森林林業振興会前橋支部

「日光白根山（シラビソの森）観察会」

一般財団
法　  人群馬県森林・緑整備基金

「草木染教室」

令和２年10月３日　日光白根山

令和２年８月30日　県立森林公園「さくらの里」

ぐんま山とぐんま山と森森
も りも り

林林イベントイベント

草木染教室草木染教室

森づくり、森林とのふれあい促進等の活動をしています。

（一財）日本森林林業振興会
前橋支部

支部長　高　嶋　伸　二

〒371-0035  前橋市岩神町4-17-3
TEL(027)231-2270　FAX233-0992
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NPO
法 人ぐんま緑のインタープリター協会

「川に入って生き物を調べよう！水鉄砲も作ろう」
群馬県緑のインタープリター会

「こども自然観察会 金丸の森で遊ぼう」

ぐんま山とぐんま山と森森
も りも り

林林イベントイベント

令和２年８月23日、みなかみ町
において、群馬県主催、群馬県自然
保護連盟の実施による、「特定外来
生物オオハンゴンソウ駆除活動」が
行われました。
当日は約50名が参加し、白毛門
登山口駐車場や土合駅周辺に生息す
るオオハンゴンソウの駆除を行いま
した。地下茎から茎を出して再生を
行うクローン成長を行うため、根か
らしっかりと取り除いていく根気の
いる作業となりましたが、生態系を
守るために額に汗を浮かべながら一
生懸命に取り組んでいました。
作業中や作業終了後には群馬県自
然保護連盟会員による自然観察も行
われ、自然を守り自然を学ぶ有意義
な一日を過ごしていました。

令和２年８月２日、おおさる山乃家を会場に、ぐんま緑のインタープ
リター協会による「川に入って生き物を調べよう！水鉄砲も作ろう」が
開催されました。
午前中に行われた活動では、大猿川での水生生物の採集が行われ、子
供たちは岩の下や草の陰などを丁寧に網を使って探していました。集
められた生物は種類ごとに分けら
れ、名称や特徴などの説明を受け
ながら観察を行いました。
また午後には、竹を使った水鉄
砲づくりに挑戦。出来上がった水
鉄砲を手に的当てゲームに夢中に
なっていました。

令和２年９月６日、ネッツ群馬金丸の森において、群馬県緑のインター
プリター会による「こども自然観察会�金丸の森で遊ぼう」が開催され
ました。
活動のはじめには、自然の中に隠れた人工物を探すネイチャーゲーム

「カモフラージュ」が行われ、子供たちは目線の高さを変え、細かな部
分まで見落とさないように観察。ゲームを通して、日頃見落としがちな
草木などの自然の姿にも気付くきっかけとなっていました。
ゲームの後には、今回のメインでもある昆虫探しを実施。ネイチャー
ゲームの体験もいかして目線を変え、また石や葉っぱの下なども丁寧に
探していました。
集めた昆虫はルーペなどで観察。自然の中で多くの生き物が棲んでい
ることや、森林と昆虫が互いに支え合いながら共存していることなど、
楽しみながら多くのことを学んでいました。

令和２年８月２日　おおさる山乃家（前橋市） 令和２年９月６日　ネッツ群馬金丸の森（前橋市金丸町）

令和２年８月23日　みなかみ町白毛門登山口ほか
群馬県「特定外来生物オオハンゴンソウ駆除活動」

利根川源流森林整備隊
源流の森を美しく・森林CO2吸収量認証

ボランティア募集中
事務局　利根郡みなかみ町後閑318　農林課

☎（0278）25－8228

群馬県水源林造林協議会

☎0279－75－3026

星 野　寛
吾妻郡中之条町大字中之条町1836（吾妻森林組合内）
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令和２年８月10日、群馬県自然保護連盟主催、群馬県共催による自然観察会が、尼ヶ
禿山をフィールドに開催されました。
当日は約40名が参加し、ブナ林をはじめ玉原高原の貴重な植物を観察しました。散策
の途中では、ブナ林から湧き出る冷たい湧き水で喉を潤し、緑に包まれた森林で心身とも
にリフレッシュ。自然の素晴らしさと森林の恵みを全身で感じながら森林散策を楽しんで
いました。

令和２年８月９日、かぐや姫の里をフィールドに、ふるさと再生ネットワー
クによる「夏休み自然体験教室」が開催されました。同会は、吉井町岩平地域
の竹林や里山の整備、遊休農地を活用したグリーンツーリズム等の体験事業を
通じて、環境保全や地域活性化に寄与することを目的に活動を展開しています。
体験教室では、巣箱の木工工作をはじめ竹を使った水鉄砲、竹トンボづくり
が行われました。参加した子供たちは細かな作業に苦戦する姿もありましたが、
お父さんやお母さん、同会会員のサポートを受けながら１つ１つ丁寧に作り上
げていました。

NPO
法 人群馬県自然保護連盟

「山の日記念行事 玉原尼ヶ禿山自然観察会」

NPO
法 人ふるさと再生ネットワーク

「夏休み自然体験教室」

令和２年８月10日　尼ヶ禿山

令和２年８月９日　かぐや姫の里（高崎市吉井町）

ぐんま山とぐんま山と森森
も りも り

林林イベントイベント

鳥の巣箱づくり鳥の巣箱づくり竹トンボづくり竹トンボづくり竹製水鉄砲づくり竹製水鉄砲づくり
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林業技術の向上と就業者支援

群馬県森林ボランティア支援センター「森林ボランティア体験会」

　群馬県では、林業従事者を対象とした技術支援として
様々な研修を行っています。令和２年８月には、高性能林
業機械の実践的な技術者を養成することを目的に、24日
から28日までの５日間、富岡市の大桁県有林を会場に、
高性能林業機械技術者養成研修が開催されました。研修で
は、スイングヤーダによる集材や、プロセッサによる造材
をはじめ、フォワーダやハーベスタなどの高性能林業機械
の実技講習が行われ、参加者は安全な作業手順を確認しつ
つ、技術と作業効率の向上に努めていました。
　9月14日からは同じく大桁県有林において群馬県森林
作業道作設研修が５日間の日程で開催され、効率的な作業
システムの構築や、災害発生に十分配慮した丈夫な森林作
業道の作設技術を有するオペレーターの育成強化が図られ
ました。研修では、ICT等先端技術の森林作業道への利用
方法についてや、立木伐倒機能を備えたフェラーバンチャ
ザウルスロボを活用した開設、作業道作設実習などが行わ
れました。作設ではヘアピンカーブの設置・作設が行われ、
勾配杭やセンター杭など施工に必要な情報を明示する重要
性や、縦断勾配や曲線半径に注目した際の設置の特徴など
を学ぶとともに、実習を通して技術の習得に取り組んでい
ました。
　また、森林・林業ツアーや林業就業支援研修など新規林
業従事者の確保事業も展開しており、令和２年７月にはガ
イダンス、８月及び９月にそれぞれ１回ずつ５日間の研修
会が開催され、チェーンソーや刈払機の研修や県内森林組
合等で林業作業の体験などが行われました。

　群馬県森林ボランティア支援センターでは、森林整備ボランティア活動に興味関心の
ある県民を対象に体験の機会を提供し、今後の積極的な参加につなげていくことを目的
に、ぐんま緑の県民基金事業「森林ボランティア体験会」を開催しています。
　令和２年度は、「下刈り作業体験」（７月12日）、竹林整備作業体験（９月27日）、間
伐作業体験（10月25日）の計３回開催されました。
　群馬県憩の森で開催された下刈り作業と間伐作業の体験では、刈払機やチェーンソー
も使用され、参加者は安全作業の重要性や適切な使用方法などに留意しながら、森林整
備活動に必要となる技術の習得や、森林整備の重要性を体験していました。
　また、竹林整備作業体験は渋川市内の竹林を会場に行われ、手鋸を使用した作業体験
が行われました。イノシシなどの野生生物が住処として住居や農産物を荒らすなど、放
置竹林の増加が大きな問題となっていることから参加者の関心も高く、除伐や処理の仕
方など興味深く聞き入り、作業に汗を流していました。

高性能林業機械技術者養成研修高性能林業機械技術者養成研修 ぐんま林業就業支援研修ぐんま林業就業支援研修

森林作業道作設研修森林作業道作設研修 ガイダンスガイダンス

竹林整備作業竹林整備作業 間伐作業間伐作業

下刈り作業下刈り作業

川場・桜川・塩河原・小住
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　令和２年９月18日、群馬会館において、群馬県造林協会
の第73回通常総会が開催されました。
　岩井会長は挨拶で、新型コロナウイルス感染拡大のなか、
森林にふれる機会を通して、再度森林の持つ公益性や素晴ら
しさを強く感じた事に触れるとともに、関東一の森林県から
林業県への飛躍、林業の発展を通した農山村地域振興への協
力を呼びかけました。
　岩井会長が議長を務め進められた議事では、事業計画など
全５議案について審議が行われ、いずれも満場一致により可
決。令和２年度事業の本格的なスタートをきりました。
　また総会に合わせて、第70回群馬県造林品評会と第14回群
馬県森林整備写真コンクールの表彰式が行われました。造林品
評会の最優秀賞は前橋市の杉下建樹氏が受賞。2015年より味
の素ＡＧＦ株式会社と「森林整備協定」を結び整備を行い、ま
た同社社員をはじめ多くの県民が参加しながら森林整備や環境
学習などが行われていることなども評価されました。

群馬県造林協会役員
顧　　問 星　野　　　寛 前群馬県造林協会長

会　　長 岩　井　　　均 学識経験者・県議会議員

副 会 長
狩　野　浩　志 学識経験者・県議会議員

上　原　又　樹 高崎地区・碓氷川森林組合長

常務理事 八木原　勇　治 学識経験者・群馬県森林組合連合会長

理　　事

井　田　由　夫 学識経験者・群馬県森林・緑整備基金理事長

中　沢　恒　喜 吾妻地区・吾妻森林組合長

外　山　京太郎 利根沼田地区・利根沼田森林組合長

新　井　利　明 多野藤岡地区・多野東部森林組合長

村　上　利　朗 桐生地区・桐生広域森林組合長

代表監事 南　雲　裕　之 渋川地区・渋川広域森林組合長

監　　事 石　井　　　薫 富岡地区・下仁田町森林組合長

群馬県造林協会
第73回通常総会開催

群馬県造林協会

岩 井 　 均  会長

令和２年９月18日　群馬会館

事業方針
　森林・林業の成長産業化と持続可能な森林経営の確立のため、森林整備（造林・間伐・
皆伐、再造林）事業予算の拡充を図るとともに、森林の公益的機能の発揮と林業の健全
な発展を通じて、農山村地域の振興を図ることを目的とし、令和２年度も森林整備関連
予算の拡充をはじめとした、下記の事業を積極的に実施していきます。

事業計画
１、造林・間伐関係予算確保のための、国及び県に対する要請活動
２、造林及び森林整備事業推進のための活動
３、松くい虫防除、獣害対策推進のための活動
４、森林・林業・みどりにかかわる広報宣伝事業の実施
５、造林品評会並びに写真コンクールの開催
６、県の施策に対する協力
７、林政推進協議会をはじめ、各種団体との協調
８、中央団体の活動への参加
９、その他本会の目的を達成するために必要な事業

令和２年度事業計画

外山京太郎
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第70回群馬県造林品評会 第14回群馬県森林整備写真コンクール

最優秀賞（農林水産大臣賞）
杉下 建樹氏
　　　　　（樹種：スギ）

最優秀賞
小林 聖氏

「植付は丁寧に」

第14回群馬県森林整備写真コンクール入賞者（敬称略）
最優秀賞　小　林　　　聖「植付は丁寧に」
優 秀 賞　佐　藤　博　久「苗木運びは大変です」
　　　　　武　藤　大　介「集材」
佳　　作　石　井　宏一郎「F801フォワーダによる集材」
　　　　　生　方　康　正「間伐により素材生産と吸収源対策で一石二鳥」
　　　　　萩　原　達　憲「造材からの搬出」
努 力 賞　板橋　　透　　湯山　孝志　　小平　　晋　　片平　晴子
　　　　　松尾野里子　　小金澤　奨　　有坂　俊樹　　渡邉　充代
　　　　　入澤　富雄　　新井　悠大　　下山　智章

群馬県森林組合連合会「群馬県立農林大学校へチェーンソー寄贈」
　令和２年７月28日、群馬県立農林大学校において、群馬県森林組合連合会
（代表理事会長�八木原勇治氏）より同校へのチェーンソーの寄贈が行われまし
た。この寄贈は同校が創立100周年を迎えることを記念し、林業現場への就
職を目指す農林業ビジネス学科森林コースの学生の技術と安全の向上に寄与す
ることを目的に行われま
した。
　今回寄贈されたチェー
ンソーは20台（約170
万円相当）で、学生代表
として謝辞を述べた森林
コース２年の鈴木理久さ
んは「技術と安全の向上
のために、大切に使わせ
ていただきます」と述べ
ました。

第70回群馬県造林品評会入賞者（敬称略）
最優秀賞（農林水産大臣賞）
　杉　下　建　樹（樹種：スギ）
優秀賞（林野庁長官賞）
　加　藤　好　光（樹種：スギ）
金賞（群馬県知事賞）
　川戸共有地（樹種：コナラ）
　角　田　　　博（樹種：カラマツ）
銀賞（日本造林協会長賞）
　白　石　富　雄（樹種：スギ）
　土　屋　　　博（樹種：スギ）

前橋市天川大島町1248

HPアドレス　URL:http://www.hirakata-m.co.jp

平方木材株式会社
木材・建材・プレカット

TEL027-261-0216 FAX027-261-0254
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「緑豊かな地域づくり事業」を活用した緑化整備活動

ローソン緑の募金による
「学校環境緑化モデル事業」

吾妻森林組合
「第32回安全衛生大会」

　群馬県緑化推進委員会では、緑の募金を活用した取り組みとして、「緑豊かな地域づ
くり事業」を行っています。この事業では各市町村の要望に応じ、公共施設の緑化や樹
木交付、緑化思想啓発のための事業が行われています。
　同事業を活用し、下仁田町では荒船風穴付近及びほたる山公園の緑化整備を実施。来
訪者に季節を感じてもらい、また郷土緑化を推進することを目的にソメイヨシノの苗木
計30本が植樹されました。

　ローソングループでは、森林を将来に残す取り組みとして、「ロー
ソン緑の募金」活動を行っています。同募金は公益社団法人国土緑
化推進機構を通じて、小・中学校などにおける緑化活動や森林整備
活動などに活用されています。
　今回、この募金を活用した学校環境緑化モデル事業が高崎市立城
山小学校で行われ、ビオトープの改修が行われました。雨水の貯水
槽を備え水生生物の育成環境が向上され、子供たちも「たくさんの
生き物に来てもらいたい」など期待の声を上げていました。
　また完成式では、イタヤカエデの記念植樹も行われ児童は大きく
育つことを願いながら植えていました。

　令和２年12月８日、中之条町のバイテック文化ホールにおいて、
吾妻森林組合による安全衛生大会が開催され、協力企業等を含め約
80名が参加しました。
　大会では、同組合参事吉田昭雄氏による労働衛生についての講話
や、リスクアセスメントのグループワークなどが行われました。
　グループワークでは、全国で発生した事故事例をもとに、作業に
潜む危険の洗い出しやそれに対する危険回避や安全作業などを検
討。安全作業の基本に立ち返りながらも長年の経験や知識を活かし
た様々な意見が交わされていました。
　大会の最後には、安全宣言が行われ、無事故無災害の達成に向け
心を１つにしました。

改修されたビオトープ改修されたビオトープ 記念植樹記念植樹 吾妻森林組合「第32回安全衛生大会」吾妻森林組合「第32回安全衛生大会」

グループワークグループワーク

石井　薫　他　役職員一同

この美しい森林を次世代へ・・・

吾妻森林組合
代表理事組合長　　中澤　恒喜

他　　役職員一同

□本　所　吾妻郡中之条町大字中之条町1836
TEL （0279）75-3026　FAX 75-2618
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展示会：令和２年10月30日～11月1日　群馬県庁県民ホール　表彰式：令和２年11月１日　群馬県庁昭和庁舎
第45回群馬県児童生徒木工工作コンクール

　群馬県と群馬県木材青年協会が主催す
る、群馬県児童生徒木工工作コンクール
が開催されました。このコンクールは木
工作品の制作を通して、木材の特性を理
解し、木工技術を習得することで教育振
興に寄与することを目的に毎年開催され
ています。
　第45回目を迎えたコンクールには県
内115校より2253点の作品が応募さ
れ、入賞作品及び学校代表作品255点
が群馬県庁県民ホールに展示されまし
た。

　渋川市では、令和２年４月以降に生まれた市
内の赤ちゃんに県産木材でつくられた「つみき」
のプレゼントを行っています。この取り組みは、
つみきを通じて森林や木材に興味を持ち、積極
的に地元産の木材を使ってもらうことを目的に
森林環境譲与税を使った事業として行われ、渋
川市産材のスギやヒノキ、県産材のケヤキやク
リなど全７種類の木材が使用されています。

金森　大祐さん
「小鳥別荘」

清水　擢実さん
「星型鳥小屋」

猪内　悠生さん
「鯉の滝登り」

群馬県知事賞（３作品）

2021年新年号（通巻137号）

令和3年1月31日

公益社団法人

一般財団法人
群馬県森林・緑整備基金

佐　藤　幸　郎
岩　井　　　均

2021年新年号（通巻137号）

令和3年1月31日

公益社団法人

一般財団法人
群馬県森林・緑整備基金

佐　藤　幸　郎
岩　井　　　均

渋川市「出生記念に
県産木材つみきのプレゼント」

市・県産木材を使用した「つみき」市・県産木材を使用した「つみき」

「ぐんまの木で家づくり支援事業」をご活用下さい。
― ふるさとの木で家を建てよう ―

（一社）群馬県木材組合連合会
県内に『ぐんま優良木材』を使用した家を建てると、
群馬県より最大60万円が補助されます。
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有限会社 長岡興業
代表取締役　長岡  光昭

渋川市赤城町三原田600-1
☎（0279）56－7144 FAX（0279）56－7908

総 合 建 設 業

樋口建設株式会社
代表取締役　樋口  勝彦

渋川市北牧820-22
☎0279（20）2100  FAX0279（20）2255

パナソニックホームズ
提携代理店

群馬県沼田市西倉内町593

沼田土建 株式会社
取締役社長 青 柳 　 剛

代表取締役 勝野　政和

和仁

ホームページ　http://ishizeki.co.jp

都建設株式会社
長野原町長野原1369-1

☎（0279）８２－２１９３㈹ FAX（0279）８２－３０９７

代表取締役　星野勝義

総 合 建 設 業

孝
178-1

堀米　睦弘

総　合　建　設　業

代表取締役　池 原　純
池原工業株式会社

本社　吾妻郡東吾妻町大字原町160
☎0279－68－7111　FAX0279－68－7119

土木、建築、生コン、アスコン

竹内　猶則
501-1

株式会社 木 暮 組
総合建設業

KIGURE
ＢＣＰ認定企業

ＩＳＯ ９００１認証取得

確 か な 技 術 で 豊 か な 未 来 を

〒379-1115
群馬県渋川市赤城町溝呂木452

TEL：(0279)56-2811（代表）

FAX：(0279)56-5428

代 表 取 締 役 木暮　唱

田子林業株式会社
代表取締役　田 子 元 幹

渋川市赤城町津久田307-1
☎（0279）23-1214  FAX 23-1124

“みんなで守ろう  郷土の環境”

瑞穂建設株式会社
代表取締役　篠原  玄洋

渋川市渋川4413-1
☎0279（23）0886  FAX0279（23）0888

総 合 建 設 業

株式会社 武藤組
代表取締役　武藤恭平

吾妻郡草津町草津266－14
☎（0279）88－3022㈹  FAX88－2242

総 合 建 設 業

☎（0278）23－5321㈹　℻（0278）24－1097

代表取締役　飯島　千明
沼田市栄町59－4

総合建設業　安全と確かな技術

角屋工業株式会社

将彦

（五十音順）



（五十音順）

http://www.ue-ken.co.jp
五十嵐　修

秀昭

代表取締役  神戸  康宏
追川工業株式会社

代表取締役　追川  悦子
高崎市倉渕町三ノ倉2016

☎（027）378－4170  FAX（027）378－2320

総 合 建 設 業

タルヤ建設株式会社
代表取締役　山田　　浩

本社：〒370-2316 群馬県富岡市富岡2759
℡（0274）６２－３２４１  FAX（0274）６４－２２９１

http://www.taruya.co.jp/

西毛建設株式会社
甘楽郡下仁田町大字川井109-1

☎（0274）82－3366㈹  FAX 82－3566

代表取締役　橳島　幸正

総 合 建 設 業

創業明治11年
総合建設業・一級建築士事務所　製材・プレカット・アスウッド

代表取締役　清水　一希

株式会社　研　屋
本社／高崎市飯塚町805　TEL 027－361－5095

土屋建設株式会社
代表取締役　畑  行至

安中市松井田町五科1634-1
☎（027）395－2923  FAX 395－3844

総 合 建 設 業

萩原建設株式会社
総 合 建 設 業

代表取締役　　萩原  信夫
甘楽郡下仁田町大字下小坂200

☎（0274）82‒3002 FAX82‒6037

〒370-2622 甘楽郡下仁田町中小坂3106
☎0274-82-3331　FAX0274-82-5006

URL　https://minashiro.jp

ISO 9001
認証取得

高麗　　和夫

諸星建設株式会社
総 合 建 設 業 土木建築・設計・施工・宅地造成工事

代表取締役　　諸 星 和 夫下仁田町大字下仁田424-2
本　社  ☎（0274）８２－３５１１㈹
総務部  FAX ８２－６０３８　　工事部  FAX ８２－３６０８

光井工業株式会社
代表取締役　光 井 広 輝
利根郡片品村越本2535

総　合　建　設　業

☎（0278）５８－３６４１㈹  FAX５８－３４６２

峰岸土木株式会社
安中市松井田町横川552－5

☎（027）395－3711㈹  FAX 395－2572

代表取締役　峰岸　正船

総 合 建 設 業
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原木自動選別機対応　売上生産システム
オリジナルソフトウェア開発
保安林台帳情報管理システム
＠PartsLinkシステム
ミルシート管理システム

WEBコンテンツ開発
携帯コンテンツ開発
PCトラブルサービス
ネットワーク構築

トキワコンクリート工業（株）
本社・工場  〒379-2106 前橋市荒子町1601
TEL 027-268-2405㈹  FAX 027-268-3325

◎カチオンフレーム工法は間伐材を縦組、横組
　自由簡単に組み立てられる残存型枠です。
１．砂防堰堤の型枠材
１．土留め擁壁の型枠材
１．曲線の組み立てが可能
お問い合わせ先

サビない型枠
間伐材を利用した新しい型枠

型枠面積100㎡当り
●支持部材は１パレット
●平割り材は
　長さ４ｍで280本

宇敷　慶一郎
磯村　欽三代表取締役社長

倉渕事業所

本社／神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目３番５号クイーンズタワーC１２階

森林からの村づくり
製材・発電・農業

木質バイオマス発電「森林の発電所」

【本　　社】　〒378－0101　利根郡川場村大字谷地2390－2
　　　　　　Tel.0278－52－2111（川場村役場内）

【製材施設】　〒378－0113　利根郡川場村大字生品363－4
　　　　　　Tel.0278－25－8187

・あぐりーむ館（観光農園課・農家レストラン）ことぶき亭 TEL.0278-25-4831　
・旬 　 菜 　 館（農産物直売所・サラダクレープ） TEL.0278-50-3003（直通）

道の駅  あぐりーむ昭和

http://agream-showa.jp/


